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ＴＶ－４１Ｊ 　組立説明書

　この度はナガラＴＶ－４１Ｊをお買い上げいただき誠に有難うございます。

このアンテナは小型軽量ながら、入念に設計された７／１４／２１／２８ＭＨｚ帯用短縮型ロータリー・ダイポールアンテナです。

９０度または１２０度の２通りのＶ型ダイポールもしくは水平ダイポールとして３通りの選択ができます。

組立に先立ち、この組立説明書をよく読んでアンテナの構造や組立方を十分理解してください。

＊＊＊　仕　　様　＊＊＊

＊＊＊＊　アンテナ概要　＊＊＊＊

◎  水平ダイポールとＶダイポール

　★自由空間にある半波長ダイポールのインピーダンスは‘７３オーム’になります。

　　しかし、私たちが現実にアンテナを設置する場合は地上高とか周囲の影響でインピーダンスが変化をします。

    半波長ダイポールを仮に、完全導体の大地に置くと、アンテナのインピーダンスは‘０オーム’になり、

　　地上高０．２波長（７ＭＨｚでは８．５ｍ）付近では‘５０オーム’となり、

　　地上高０．３５波長（７ＭＨｚでは１５ｍ）付近で‘９６オーム’になります。

　　この様に、アンテナ本体のインピーダンスは周囲の影響による変化が大きいのがダイポールの特徴です。

　★水平ダイポールをＶダイポールにすると

　　アンテナのインピーダンスは低くなり、帯域は狭くなります。又アンテナの効率も低下します。

    しかし、建物の影響や地上高の影響を軽減する事ができます。

　★ご使用に当たって

  　アンテナ単体で“ＳＷＲ１．５”以下に調整できれば良いのですが、前述の様に周囲の影響で非常に難しいものがあります。

    又、アンテナ自体の帯域も狭いので、あまり深く考えないでアンテナチューナーの助けを借りて運用されることをお奨めします。

◎　Ｖ　アングルの選定  （地上高とＶアングルのお奨め）

  　９０゜・・・地上高（屋根、ビルの屋上）から給電点までが約２ｍの取付。

　　１２０゜・・地上高（屋根、ビルの屋上）から給電点までが約４ｍの取付。

　　水平・・・・地上高（屋根、ビルの屋上）から給電点までが７ｍ以上の取付。

　　ご注意・・・ＶダイポールのＶの谷間に他のアンテナやマストを入れないでください。ＳＷＲが下がらないことがあります。

◎　ＳＳＢバンド　と　ＣＷバンドの選択

    ＴＶ－４１Ｊのような短縮されたダイポールアンテナは各バンドにおいて、使用可能な帯域幅は、約半分です。

    そのためにアンテナを組み立てるときにＳＳＢを主にするか、ＣＷを主にするか、どちらかを選択します。

　　★　ＳＳＢを主に使用するときは、コードⅡに合わせて組み立てます。

　　★　ＣＷを主に使用するときは、コードⅠに合わせます。

＊＊＊＊　組立に先だって　＊＊＊＊

★部品表と各パーツとを照合し不足が無いことを確認してください。

★組立順序は

 （１）　エレメント・サポートの組立

 （２）　エレメントの組立

 （３）　エレメントサポートをマストに取付

 （４）　エレメントをエレメントサポートに取付

 （５）　バラン及びバランリードの取付となります。

◎多人数で作業を行うときは必ずリーダーを決めその人の指図で作業を進めて下さい。

各自がばらばらに行うと必ず組立ミスが発生します。リーダーは必ず他のメンバーの作業の仕上がり具合いを責任をもって

チェックして下さい。

◎エレメントと他のパーツ（エレメント、ビス等）との接合部に付属のペネトロックスを塗布してください。

◎パイプの差込み部にもペネトロックスを塗布して下さい。　尚ここに砂やほこりが絶対に付かないよう注意してください。

　パイプどうしが抜き差し出来なくなります。

◎テナコートの塗布は金属部のみとし、プラスチックには塗らないで下さい。

＊＊＊＊　組立作業手順　＊＊＊＊

１．　「エレメント・サポート部の組立」　　図１参照

☆インシュレーターを(4)エレメント・サポートＡ(1)にＭ５ｘ３５ビス(5)及びＭ５ロックワッシャー(7)でとりつけます。

　この時Ｍ５ｘ３５ビスは強く締め付けないでインシュレーターが軽く動く程度にしておきます。（２組作ります。）

☆エレメント・サポートＡのインシュレーター上にエレメント22.22/25.4x1826(8)を乗せＭ５ｘ４５ネジ(6)と、

  Ｍ５ロックワッシャー(7)で取付ます。

　　  この後インシュレーターを取付たＭ５ｘ３５ネジ(5)を強く締めます。

　　  ネジを締め付けた後、エレメントは取り外して置きます。

　●水平にする場合　図２Ａ参照

☆エレメントサポートＢ(2)に先ほどのインシュレーターの付いたエレメントサポートＡをＭ６ｘ５０ボルト(17)を使って

  図のように取り付けます。この時、Ｍ６ｘ６０ボルトのナットは緩めにしておいて下さい。

　●Ｖにする場合　図２Ｂ参照

☆エレメントサポートＣ(3)にインシユレーターの付いたエレメントサポートＡ(1)を５／１６ｘ５０ボルト(16)で取り付

  けます。

☆次に、エレメントサポートＢ(2)の両端の穴とエレメントサポートＡ(1)の穴 を合わせてＭ６ｘ５０ボルト(17)で

  止めます。

この時１２０゜にする場合は、エレメントサポートＣ(3)に近い方の穴、９０゜にする場合は、遠い方の穴を使います。

      各ボルトのナットは緩めにしておいて下さい。

２．　「エレメントの組立」　　図３参照

　　☆各エレメント・パイプの差込み部にペネトロックスを塗布します。

　　　セルフネジにもペネトロックスを塗って締め付てください。

☆エレメント(8)に、エレメント(9)をカラーコードが見えなくなるように差込み、コード（ＣＷ，ＳＳＢ）を合わせて、

  ４ｘ８セルフネジで締め付けます。

☆エレメント(9)に、トラップ・アッセンブリィＡ(10)を、カラーコードが見えなくなるように差込み、

  ４ｘ８セルフネジで締め付けます。

☆トラップ・アッセンブリィＡ(10)に、トラップ・アッセンブリィＢ(11)を、カラーコードが見えなくなるように差込み、

  コード（ＣＷ，ＳＳＢ）を合わせて、４ｘ８セルフネジで締め付けます。

　　☆トラップ・アッセンブリィＡ(10)に、エレメント(12)を差込み、コードを合わせて、４ｘ８セルフネジで締め付けます。

３．　「テナコートの塗布」

　　☆組上がったエノメントとエレメントサポートにテナコートを刷毛塗りします。

　　　バランリードが付きますエレメントの穴の周りにはテナコートを塗らないで下さい。又、プラスチック部分にも

最大空中線入力      ３００ｗＳＳＢ（送信機モード）

                    １５０ｗＣ　Ｗ（送信機モード）

重量       ５．５Ｋｇ

適合マスト径      　　　３８～６０ｍｍ

特性インピーダンス    　５０ｏｈｍ

ＶＳＷＲ              　添付図参照

周波数     　７／１４／２１／２８ＭＨｚ帯

型式       Ｖ（水平）ロータリー・ダイポール

最大エレメント長        １０．６３ｍ（水　平　時）

                          ９．３２ｍ（１２０゜時）

　                        ７．６４ｍ（　９０゜時）

風圧面積      ０．２６㎡
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      塗布しないで下さい。

４．  「マストへの取付」　図２Ａ　ｏｒ図４　参照

  ●水平に取り付ける場合。図２Ａ

    ☆エレメントサポート部分のみ先にマストに取り付けます。

☆図２Ａのように、５／１６ｘ６０ｘ１３５Ｕボルト(14)を使い、マストを挟みマストクランプ(18)を貫通し、

  エレメントサポートＡ(1)、エレメントサポ ートＢ(2)の両方を通してロックワッシャナットで止めます。

    ☆エレメントサポートが水平になっているか確認をして下さい。

　　　又、エレメントサポートを止めるＵボルトはマストに対し斜めにならないよう注意して下さい。

      斜めになっていますとあとで振動等により緩んでしまう事があります。

　　　次にＭ６ｘ５０ボルトをしっかりと締めます。

☆［２］で組み上げたエレメントを、図４を参考に取り付けます。この時、各トラップアッセンブリィの

ドレンホールやスリットが、下を向いていることを確認して下さい。

    ☆エレメントを取り付けるときに、マストに近い側のインシュレーターの、

　　　Ｍ５ｘ４５ネジは後でバランのリード線を取り付けるので軽く締めておきます。

    ☆水平に取付た場合は、マストクランプとＵボルトがそれぞれ１本余ります。

　●Ｖに取り付ける場合

　　☆エレメントサポート部分のみ先にマストに取り付けます。

☆図４のように、２本のＵボルト(14,15)と、マストクランプ(18)を使い、エレメントサポート部をマストに固定します。

 この時Ｕボルトの長さを間違えないで下さい。又、エレメントサポートを止めるＵボルトはマストに対し斜めにならない

よう注意して下さい。斜めになっていますとあとで振動等により緩んでしまう事があります。

　　☆マストにしっかり固定できたら、先ほどのＭ６ｘ５０ボルトと５／１６ｘ５０ボルトを増し締めします。

☆［２］で組み上げたエレメントを、図４を参考に取り付けます。この時、各トラップアッセンブリィのドレンホールや

  スリットが、下を向いていることを確認して下さい。

    ☆エレメントを取付けるときに、マストに近い側のインシュレーターの、

　　　Ｍ５ｘ４５ネジは後でバランのリード線を取付けるので軽く締めておきます。

５．　「給電部の取付」　　図４参照

    ☆バランの出力端子にリード線を取り付けます。［ＢＬ－４Ｋ］の文字を正面にみて真横にリード線が出るように

      取り付けます。この時、Ｍ５のナットの締め付けトルクに注意して下さい。締めすぎるとバランが壊れます。

　　☆エレメントにバランリードを取り付けます。

　　　マストに近い側のＭ５ｘ４５ネジを取り外しますが、取り外す前にエレメントサポートとエレメントを

      ビニールテープ等で仮に固定しますと作業が楽にできます。

　　☆バランを宙づりの状態でリード線をエレメントに止めます。

　　☆バランに止め金具を通してから、適当な位置にＵボルトで取り付けます。

６．「ケーブルの取付」

☆ 同軸ケーブルにＭＰ型接栓を取付、バランのＭＲコネクターに接続して下さい。

ＴＶ－４１Ｊ　部　品　表
Ｐ/Ｎ Ｃ/Ｎ 部　　品　　名 小売単価 数量

1 6905 エレメントサポートＡ 1,780 2

2 6906 エレメントサポートＢ 1,920 1

3 6907 エレメントサポートＣ 1,030 1

4 1107 HF ｲﾝｼｭﾚ-ﾀ-･ﾌﾞﾛｯｸ 400 4

5 1257 M5x35 ﾈｼﾞ 35 8

6 1259 M5x45 ﾈｼﾞ 45 4

7 1202 M5 ﾛｯｸﾜｯｼｬ- (SUS uchiba) 20 12

8 6357 ｴﾚﾒﾝﾄ１　22/25x1,826 RAD ﾀﾞﾌﾞﾙ･ﾊﾟｲﾌﾟ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3,240　　　　2

9 6401 ｴﾚﾒﾝﾄ２　15.88/19.05x732 ﾊﾟｲﾌﾟ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,080　　　　2

10 6553 ﾄﾗｯﾌﾟｱｾﾝﾌﾞﾘｨA　（短い方）※エレメント組立済　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４，５９０　　　　　　2

11 6552 ﾄﾗｯﾌﾟｱｾﾝﾌﾞﾘｨB　（長い方）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５，１００　　　　　　　2

12 5020 ｴﾚﾒﾝﾄ３　9.53x893 ﾊﾟｲﾌﾟ 505 2

13 1296 4 x 8 ｾﾙﾌﾈｼﾞ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　20 8

14 7247 5/16x60x135 Uﾎﾞﾙﾄｾｯﾄ 520 1

15 7234 5/16x60x115 Uﾎﾞﾙﾄｾｯﾄ 500 1

16 7336 5/16x50 六角ﾎﾞﾙﾄ･ｾｯﾄ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   235　 　　　2

17 7264 M6x50 六角ﾎﾞﾙﾄ･ｾｯﾄ 150 2

18 1361 マストクランプ　(Universal Clamp) 640 2

19 1150  9.53 ｴﾚﾒﾝﾄ･ｷｬｯﾌ  ゚(3/8 SC) 20 2

20 7260 HFﾊﾞﾗﾝ 製品付属　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６，１００         1

21 7333 ﾊﾞﾗﾝ･ｸﾗﾝﾌﾟｾｯﾄ(Uﾎﾞﾙﾄ付) 910           1

22 7245 ﾊﾞﾗﾝ･ﾘｰﾄﾞｾﾝ  120mm 120 2

23 Penetrox 10g 1

24 490 Tena-Coat 1/12L 1

25 9995 組立説明書 500 1

1109 28.8mm  ﾄﾗｯﾌﾟ･ｷｬｯﾌﾟ 90 4

1169 25.4 ｴﾚﾒﾝﾄ･ｷｬｯﾌ  ゚     (EC-16) 30 2

6551 TV-41J Trap ASSY A  (短)

5327 ｴﾚﾒﾝﾄ  15.88x260 ﾊﾟｲﾌﾟ 325

7294 HFﾊﾞﾗﾝ･ｸﾗﾝﾌ  ゚  60x38用   M5x25付 590

7295 M5x68x83 Uﾎﾞﾙﾄ ｾｯﾄ HFﾊﾞﾗﾝ･ｸﾗﾝﾌﾟ用 320
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